
会派研究研修報告書 

令和6年3月25日 

 

  常滑市議会議長 盛田克己 殿 

                     会 派 名 新政あいちとこなめ 

                     会派の代表者 成田 勝之  

 

   会派等の研究研修報告を次のとおり提出します。 

 

記 

 

 １ 期 日  令和6年2月14日（水）～15日（木） 

  

２ 視察地  2月14日（水） 

高知県高知市「ひろめ市場 商店街活性化の核について」 

2月15日（木） 

高知県高知市「マンホールトイレの整備について」 

 

 ３ 視察者  成田勝之 

         

 ４ 行 程  別紙１のとおり 

 

５ 視察経費 別紙２のとおり 

  

 



別紙１ 
令和 5年度 新政あいち とこなめ 視察行程表 

１ 視察日及び視察先、調査事項 

2 月 14 日（水） 

高知県高知市「ひろめ市場 商店街活性化の核について」 

 

 2 月 15 日（木） 

高知県高知市「マンホールトイレの整備について」 

 

２ 視察者 

成田 勝之 

 

３ 視察行程表 

令和 6年 2月 14 日（水） 

10 時 02 分 常滑駅 中部国際空港行一部特別車 

11 時 15 分 中部国際空港発 JAL3293 便 

12 時 15 分 高知空港着  

12 時 30 分 高知空港発 空港連絡バス（高知駅前観光） 

12 時 57 分 高知橋着  

13 時 00 分 昼食 高知市内 

15 時 00 分 

16 時 30 分 

高知市ひろめ市場

視察 

高知市ひろめ市場 運営会社：有限会社ひろめカン

パニー 

17 時 00 分 ホテル着 ツーリストイン高知 

〒780-0052 高知県高知市大川筋 1-5-5 

TEL  088-820-5151 
18 時 00 分 夕食 高知市内 

 

令和 6年 2月 15 日（木） 

09 時 00 分 ホテル発  

09 時 30 分 

11 時 30 分 

高知市視察 高知市役所 

〒780-8571 高知県高知市本町 5丁目 1-45 

TEL  088-822-8111 

12 時 00 分 昼食 高知市内 

13 時 10 分 高知橋発 空港連絡バス（高知駅前観光） 

13 時 42 分 高知空港着  

16 時 30 分 高知空港発 JAL3296 便 

17 時 30 分 中部国際空港着  

17 時 58 分 常滑駅発  

 



別紙２ 
令和 5年度 新政あいち とこなめ 視察費 

 

 単価 人数 合計  領 収 書

添付 

備考 

2 月 14 日(水)       

交通費（JAL）  1    中部国際空港から高知空港 

交通費（連絡バス） 1,700 1 1,700   〇 高知空港から高知橋（往復券） 

資料費 1,000 1 1,000   〇 ひろめ市場視察資料費 

       

2 月 15 日(木)       

交通費（連絡バス）  1    高知橋から高知空港（往復券） 

交通費（JAL）  1    高知空港から中部国際空港 

宿泊費  1     

航空費及び宿泊費 37,800 1 37,800   〇 JAL3293 便、JAL3296 便、ツーリストイン高知 

手土産代 2,138 1 日分 2138   〇  

合計 43,258 1 43,258    

 



 

「ひろめ市場 商店街活性化の

核について」 

 
令和 6 年 2 月 14 日㈬ 
 
対応者  有限会社ひろめカンパニー 
代表取締役      西岡 剛氏 
企画営業部 専任課長 浜田 泰伸氏 
 
ひろめ市場概要 
高知市中心部 高知城の東に位置する。 
平成 10 年 10 月開始 
敷地面積 4056 ㎡  
建築延べ床面積 3385 ㎡（ひろめ市場分） 
 
１階 ひろめ市場とよさこい広場 
２階、屋上 駐車場 １８０台（タイムズ） 
店舗数 ５６店舗（当初は６４店舗） 
来客数 
 平日   3～６０００人 

（地元常連客が７割） 
 土祝  １００００人（除 繁忙期） 
 日曜日 １８０００人（除 繁忙期） 
      日曜市がある 
 ゴールデンウイーク １６万人 
 よさこい祭り、お盆 １４万人 
 年間   ３００万人 
 
高知市中心街地の活性化と中心部の遊休地
の有効活用が課題となっていた。 
人が集まり、夜でも安心できる「場」の形成
を目的としてスタートした。 
当初は５年の期限付き定期借地であったが、
平成１７年以降、土地建物ともに「有限会社

ひろめカンパニー」が取得。現在駐車場はタ
イムズ 24 に管理委託しており、ひろめカン
パニーは１階店舗部分の管理運営及び建物
管理を行っている。 
 
・取り組みとポイント 
安心して安全な場所が提供できることを目
的とし、高知県の食文化や人情などをひろ
める事をコンセプトとしている。 
・席は自由で相席は積極的に楽しく飲食で
きる雰囲気づくり 
・泥酔者のトラブルは警備員、インフォメー
ションにて即時対応。警察、救急車への通報
などによりトラブルを最小限に抑えるよう
にしている。 
・使用済み食器は食器センターの職員が回
収する。 
 
・誘客戦略 
地域密着型のマーケティングの実施により
地域の需要を創出。 
・コンセプト 

① 高知の観光スポットとして高知の衣
食住文化をひろめる 

② 高知の基礎知識・芸術・文化をひろめ
る 

③ 高知の人情・人となりをひろめる 
・近隣商店街を含め地元の方、観光客に楽
しんでもらえる場所として集客を行ってい
る。 
・テナントとのかかわり 
新規出店の選考については「初めての起業」、
「高知の食材や料理の提供」を選考の主眼
としている。 
過度な営業活動はしないようになどひろめ
市場をよりよいものとするよう店舗へは適



 

宜指導は行っている。 
・行政とのかかわり 
民間施設のため直接的にはないものの、観
光施設の一端を担っているので行政からの
紹介による取材やオンラインツアーは積極
的に取り入れている。近隣商店街とも連携
をして地域貢献活動にも積極的に取り組ん
でいる。 

 
主な質疑 
Q．開業以来出店の維持において注意点は 
A．・選考基準 

「事業起こしの登竜門」、「高知県の発
信の場」。 

 ・店舗への指導 
 ・施設全体の維持管理 
  老朽化対策など 
 ・食器のレンタルサービス 
 ・クレーム対応 
 
Q．金券やクーポン券はあるか 
Ａ．５００円クーポン券やタイムズ 24 ひろ
め市場ポイント券。（様々なクーポン券をひ
ろめ市場のみで使用できるクーポン券に換
えて渡す。 
 
Ｑ．イベントなどは 

Ａ．物産展のほか地元小中高大学との連携
や主催によるイベント等地域に根差したイ
ベント開催を主体に行っている。 
 
Ｑ．類似施設で成功した事例が無いようだ
が、成功の要因は何か 
Ａ．「おきゃく（飲み会、宴会）文化」があ
る、高知の県民性と高知城、日曜市、商店街
と隣接している立地条件によるものと分析
している。 
 
Ｑ．コロナ禍の時を含め現在に至るまで。ま
た、現時点において特に印象に残っている
苦労された点、困難を克服した点は何か 
Ａ．マスク着用や席の制限（通常４３０席を
２７８席とした）泥酔者対策やトラブルの
対応。 
 
所感 
・収益の柱が２本以上必要（ひろめ市場は
家賃、駐車場、食器の回収・洗浄の３本柱）
とのこと。家賃収入だけに頼るとコロナの
ように外部要因で経営が危なくなる可能性
があり、収入面でもフェイルセーフの考え
は重要なことであると感じた。 
 
・ひろめ市場の役割、目的などスタンスを
しっかりと決め、貫き、ぶれない姿勢が大
事。併せて、出店希望者が多いが、社長一人
で可否を決定する（担当者は事業者と知見
がある場合に情が入るのを防ぐため）こと
や、店舗への指導など嫌われ役は社長、その
間に入って調整役を担当者が行う役割分担
がしっかりとできていた。 
 
市への反映 



 

他の場所において失敗事例があるように。
同様の仕組みでチャレンジしても成功しな
い例がある。事業を成功させるためには安
定した収入を得られるように複数の収入源
を確保しておくことが必要である。 
また、当該地の「おきゃく文化」のような地
域特性や地理的条件を深く分析することで
にぎわいの創出を推進されたい。 
 
 
 
 
 

高知県高知市マンホールトイレ

の整備について 

令和 6 年 2 月 15 日 
 
対応者 
高知市防災対策部地域防災課推進課長 
 陸野 氏 
議会事務局議事調査課長  
 中須賀 氏 
 
高知市 
人口 317639 人（令和 5 年 4 月 1 日現在） 
世帯 164077 世帯 
面積 309.00 ㎢ 
 
マンホールトイレ整備事業 
事業内容 

南海トラフ地震
などの大規模災
害時における災
害関連死ゼロを
目指し、L1 津波
浸水想定区域外
への 39 か所の
主要な指定避難
場所へマンホー
ルトイレを整備することにより、避難場所
での良好な生活環境の確保を図るもの。 
 
平成２９年度に災害時トイレ対策について、
トイレプロジェクトチームを発足。 
 
 
トイレの整備期間は令和 3 年度から 7 年度 
 
1000 人が 2 週間使用できる容量のマンホー
ルトイレを整備することが基本で、1 施設
当たり、車いす対応のワイドタイプ２基、通
常タイプ８基を整備することを基本とする。 
 
災害時のトイレ使用イメージとしては 
発災直後は簡易トイレ、３日目ぐらいから
マンホールトイレ、その後仮設トイレ併用。 
 
公共下水道処理区域内では下水道接続式を
整備し、公共下水道処理区域外ではくみ取
り式を整備。 
くみ取り式は、排泄物の貯留曹を地中に埋
めておいて、大規模災害時にトイレとして
使用する。平常時は地表は駐車場や駐輪ス
ペース等として使用可能。 
 
施設ごとに組み立てマニュアルを作成し、



 

倉庫に配置しており、組立訓練も実施して
いる。組み立てにかかる時間は平均２人で
３０分程度。（但し 運搬時間は別） 
重量があるため、４人ぐらいがちょうどよ
いとのこと。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
主な質疑答弁 
 
Q.マンホールトイレの整備費用と国や県の

補助金等は。 
A.旧浄化槽活用で 230 万円、コンクリート

製または鋼製で 1,400 万円から 2,300 万
円、FRP 製で 3,900 万円、下水道接続式
で約 2,000 万円。整備には起債が 100％
充当可能。交付税措置は 70％となる。 
また、ポリタンクやサニタリーポリ袋な
どの購入については県の補助が 50％ある。 

Q.マンホールトイレの設置に必要な人員と
時間はどれくらいか。また、訓練参加者の
意見は。 

A.１基に最低 2 人必要で、組み立ては約 30
分。参加者の意見では、 「見て分かった」、
「平時に組み立ててよかった」、「トイレ
に広さがあってよかった」、などがあった。 

Q.マンホールトイレ採択に至る過程及び設
置場所決定の経過について。 

A.平成 29 年に高知市災害時トイレ対策検
討プロジェクトチーム発足。平成 31 年 3
月に報告書を作成し、令和 3 年度～令和
7 年度で整備を実施することとした。設
置場所については、L1 津波浸水想定区域
外の主要な指定避難所（39 ヵ所）で、 （使
用シーンを考えて）体育館が近く、 （水に
近い）プールからも遠くない、倉庫からも
近い場所で位置決めをした。 

 
所感 

能登をはじめ過去の大災害を鑑みるにト
イレの確保は大きな課題である。特に長
期化するほど深刻である。実際に被災地
へ行った人から「この臭気の中で避難生
活をするのは苦しい」との意見を聞いた
子 t がある。緊急時とはいえ、長期化する
ことを考慮すれば避難所のクオリティを
上げることは大事であり、その重要な要
因がトイレであると感じた。 

 また、マンホールトイレの設置に関して
は非浸水区域への小学校の配置を基本と
しているようだが、その際に学校側の理
解が非常に重要である。 

 
常滑市への反映 

避難所のトイレは既設の数では必ず不足
するといった考えを持って対応されたい。 
避難所となる学校との調整が必要である
が、学校での設置訓練を行い、子供たちに
も学習する機会を増やせると良い。 
トイレの臭気対策は大変重要であり、マ
ンホールトイレ以外にもトイレトレーラ
ーなども検討してもらいたい。 


